
熊本地震を中心に避難所の説明
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令和元年防災訓練(避難所運営)について
駅南まちづくり協議会　防災部会

　今年度の訓練の項目を下記のように決定した

　　・地区防災計画に従い、地域の一体性を念頭に訓練を計画した

　　・駅南各自主防、企業の連携の強化を図った訓練とする

　　・実際の被災地の内容・地域の想定被害を知り、訓練の必要性を認識する

訓練の概要

①各区で防災訓練を行い、その中から一部の住民（２００人）が避難所訓練に参加する

②避難所運営スタッフは、従前の規定による人数とし、各区からの避難民の人数には加算しない

③新設された「生活支援班」避難所内の一般避難者を、高齢者を「加島の郷」で対応する

④熊本の避難所は?　駅南はどんな被害想定かを知り、訓練を行う必要を写真で全員に周知する説明

訓練項目

1. 被災者受付及び管理

2. 情報班はＤＩＧ手法を用いた被害状況把握　⇒避難所には1名とし、

　　1名は区で避難所との連絡に当たる

3. 避難所間仕切り組立　　⇒　参加者が間仕切り設置とその広さを実感する

(エアーマットは、富士木材からの提供品と化繊布の２種類)

4. 簡易トイレ組立訓練　テント式簡易ﾄｲﾚ(施設管理)　及び　家庭用のトイレ対策を(保健衛生)で啓発

5. 救急救命訓練　　⇒　トリアージ・AED等を行う

6. 発電機・投光器設置訓練　 ⇒　バルーン灯光器を設置と

避難者が情報収集のため携帯電話の充電装置を設置

7. ペット保管場所・ごみ置き場設置訓練　　⇒　(場所確保のみ)

8. 飲料水の受け入れ　　  ⇒　小林製作所から

9. 災害時要援護者対策(高齢者対策:加島の郷)

10. 災害時特設公衆電話運用(ＮＴＴ西日本協力) ⇒　設置も情報班が行う（端子箱、体育館入口）

11. デジタル簡易無線機を利用した各区との情報連携（被害情報の収集）

12. 地区防犯担当による駅南地区(９区)のパトロール（本部への連絡はデジタル簡易無線による）

他団体・企業との連携(上記訓練項目と重複)

1. 飲料水供給 (小林製作所)

2. エアーマット (富士木材)

3. 高齢者対策 (加島の郷)

4. 災害時特設公衆電話 (NTT西日本　静岡事業部)

5. LPガス供給 (LPガス　(有)スギヤマ))
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駅南地区避難所（富士第二小学校）

２０１９年

各区：訓練参加者集合場所（グラウンド）集合：8；50
Ｋ ・ Ｊ ・ Ｉ ・ Ｈ ・ Ｇ ・ Ｆ ・ Ｆ ・ Ｄ ・ Ｃ ・ Ｂ ・ Ａ

＜＜訓練項目＞＞

①ペット飼育・ごみ処理置場設置

②発電機・投光器

③物資供給

④怪我人／トリアージ・ＡＥＤ・学校トイレ

簡易トイレ

⑤生活支援者

⑥間仕切り

⑦公衆電話（１７１）, ＤＩＧ

⑧トイレ組立て ＜レイアウト補足＞

⑩要援護者（加島の郷）

⑪避難所運営訓練本部

⑫授乳室・他

⑬女子更衣室

⑭男子更衣室
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令和元年度(第１２回)富士駅南地区避難所運営訓練 令和元年年１２月１日

　於て：市立富士第二小学校

熊本地震　被災地の状況を避難者・スタッフ全員に説明



受付表を区ごとに掲示板へ

　　避難所での生活困りごと相談

生活する上でのいろんな相談をします

　　避難所でどんな支援が必要かを検討

  「加島の郷」では、
      今年福祉避難所として市から指定を

     受けたので高齢者に対して市役所

　 　　 福祉総務課の職員と一緒に避難所の

 説明を行いました

避難者の受付



ＮＴＴでは災害時に特設公衆を開設し､自宅へ電話したり１７１の伝言サービスが出来る装置を設置してある

情報班は、各区の被災状況を簡易無線で収集し

　　被害状況をＤＩＧ手法で地図に落としました

　・災害発生時には正確な情報を早く収集する

　　必要があるので無線は有効な手段です

　・駅南全区の地図をマトリックスで区分けし

　　場所の決定をしました。

　　通信には繰り返し訓練が必要です

情報収集は、無線の資格が無くても使用できる

デジタル簡易無線を利用し、駅南９区を東西２組に

分け各自主防災会からの情報を収集した

　　ＤＩＧ方式により被害情報を地図に表示

　　ＤＩＧとは(災害をイメージし地図に表示し災害の
見えるかを図ったもの）



ペット飼育・ｺﾞﾐ置き場設置

　　エアーマットを使用し少しでも快適な生活を

　発電機で灯りや携帯電話の電源を確保します



飲料水は、いつもの小林製作所から

　燃料のガスは、「スギヤマ」様からの提供です アルファー米のおいしいおにぎりでした

トイレ対策

 ☆トイレは、家庭でも必要なものです

 　既設トイレの災害時に活用する対策を啓発

 ・富士市が導入したトイレトレーラパネルを掲示説明

 ・ビニール袋があれば、最低限の処理はＯＫです

 ・ペット用の消臭剤や尿の凝固剤は災害時に

　　有効な対策品です



　　ＡＥＤは各施設に設置されています　【地元の有資格者から指導を受けました】　

　　トリアージは、怪我人の手当の優先順位を決める手法です。　　緊急を要する人から手当しましょう



小学校で避難所訓練を行っている時に、それぞれの自主防災会では

下記のような防災訓練を!!

市職防災地区班から入手したものですが、各訓練の視察時間が短かかったため

特に今年は訓練のごく一部で全体を表すことが出来ていません。　御免なさい




